
現代企画室
書評の栞

閉域 キリスト教の脱構築 I』　週刊読書人　2009 年 7 月 3 日掲載
ジャン = リュック・ナンシー著　大西雅一郎訳　（定価 3300 円＋税）

 と火』　
 ジャン = リュック・ナンシー著
吉田晴海訳

（定価 2200 円＋税）

2010
年版

家とその亡霊たち』　朝日新聞　2009 年 6 月 7 日掲載
エルネスト・サバト著　寺尾隆吉訳　（定価 2500 円＋税）『作

『崩 壊』　読売新聞　2010 年 2 月 14 日掲載
オラシオ・カステジャーノス・モヤ著　寺尾隆吉訳　（定価 2000 円＋税）

　　　　から出たまこと』
　　　　日本経済新聞　2010 年 3 月 28 日掲載
マリオ・バルガス・ジョサ著　寺尾隆吉訳（定価 2800 円＋税）

『嘘  　 ゲバラ プレイバック』
 　 毎日新聞　2009 年 3 月 15 日掲載
太田昌国著　（定価 1600 円＋税）

『チェ

『水

『脱
領ノート』　中国新聞、新潟日報ほか（共同通信配信）　
2009年1月〜2月掲載　エリック・アザン著　益岡 賢訳　（定価1500円＋税）『占

　　　　ヨナラ　自ら娼婦となった少女』　北海道新聞　2010 年 4 月 11 日掲載
　　　　ラウラ・レストレーポ著
松本楚子／ S.M. ムニョス訳　（定価 3000 円＋税）

『サ  ーカスに逢いたい
 アートになった
フランスサーカス』
北海道新聞
2009 年 7 月 12 日掲載
田中未知子 著

（定価 2400 円＋税）

『サ

　　　　 フガニスタンの仏像
　　　　は破壊されたのでは
ない、恥辱のあまり崩れ落ち
たのだ』　
モフセン・マフマルバフ著
武井みゆき／渡部良子訳　

（定価 1300 円＋税）

朝日新聞
2009 年 3 月 7 日掲載

『ア

映画
「子どもの情景」

原案！

▲▼二冊同時発売！　



子と傀儡子　旅芸人の物語』　絵＝富山妙子、音楽＝高橋悠治　（定価 2800 円＋税）

ふぇみん No.2910 2009 年 12 月 15 日掲載

《芸術・文化／大地の芸術祭関連の本》

《子どもをめぐる本》
／子どもと話す』シリーズ 全 17 タイトル好評発売中！

（定価 1000 円〜 1300 円＋税）

 生に大切なことはすべて絵本から教わった』
 毎日新聞　2010 年 5 月 9 日掲載
末盛千枝子著　（定価 2000 円＋税）

 地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ 2009』　
 非営利活動法人越後妻有里山協働機構　発行

（定価 3500 円＋税）

大地の芸術祭 2009 関連記事　日本経済新聞　2009 年 8 月 20 日掲載

子どもは、あどけなくも鋭く、世の中の難問について質問する。
大人はうろたえ、逃げまどい、しかしついには真剣に答える。
フランスで大好評のシリーズの翻訳に、オリジナル版も加わっ
てさらに充実。子どものための、刺激的な思考のレッスン！
非暴力／国家のしくみ／宗教／人道援助／イスラーム／アウ
シュヴィッツ／左翼／科学／哲学／地球環境問題／言葉／不正
義／民族問題／文化／文学／メディア／宇宙など、親子の対話
を通して現代社会に重要なテーマを考える。

ども力』
井上暉堂著　（定価 1500 円＋税）

禅の達人が語る育児論。育てるのでは
なく、接することを旨とす子育てと人
生の秘訣とは？　MBA老師が説く、命
かよいあう「真実の教育」論。

永六輔さんが本書を推薦！「生命のな
かに自らを育む力をみとめた独自の教
育論であり、著者の起伏に富んだ経験
に基づく卓抜した人生論でもある。子育てに奮闘するすべ
ての親に一読を薦めたい」
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長さ 2m もの“鉛筆”が
頭上に迫る
タイユーさんの作品「リバース・シティ」
棚田や畑の坂道を
上っていくと高さ 5m の
巨大立体作品が姿を現す

（写真上、同右）

ブナ林で
作品「うちなる旅」を制作中の
アンティエさんと
会沢集落の人たち（写真左）
写真・竹邨章


